北病棟チームカンファレンス記録
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平成２４年９月２６日　(水)　　　　　　　司会：岩藤　良子　記録：吉田　智香
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・総務チームから厚生年金保険料率変更と標準報酬月額の変更についてお知らせがきています。各自確認してください。

・教育委員会～発表・ポスター問わず全ての抄録を下記の要綱で提出お願いします。
１）
①規格：ワード　Ａ４判
②余白：上2.5cm　下3.0cm　左2.5cm　右2.5cm 　　
③字数：1600字（40字×40字）字体：MSゴシック　10.5ポイント
④演題名・氏名(所属)を記入　発表者に○をつける
⑤内容は、目的・方法・結果・考察などを記入する
２）
提出締切日：平成２４年１０月５日（金）正午厳守
提出方法：①指定フォルダに保存
　　　　　　教育委員会→平成24年度→医療福祉学会→抄録→各領域
　　　　　　②WIZメールで教育委員会委員長（金子恭子）まで連絡をお願いします。
・準夜チーフ変更～9/30(金)　上口JGM→藤原　香織Ns

　　　　　　　　　10/3(水)　藤原　英佳MNs→高橋SGM

・日誌にいつも決まった患者様しか報告されていないと指摘を受けています。要注目以外の患者様も日誌に挙げていく様にしましょう。北病棟では、目立たない患者様も定期的に報告したり些細な変化がある患者様も載せるようにしましょう。

・人事考課面接日程表作成しましたので、各自確認をお願いします。

＜患者様連絡事項＞

・林　田鶴子様～29日(土)14:00退院となります。家族には、荷物を運ぶ袋を依頼しています。定期処方が次の外来まで1日分足りないので、主治医に報告し処方をして頂くようにしていきます。

・小笠原　禮子様～シンラック1本処方となっています。引き続き排便状況の確認をしていきましょう。脱肛の回数が増えた事から、本人用のビニール手袋購入されています。整復時使用する様に声掛けしていきましょう。

＜注目患者様NCP評価＞

・滝田　英人様～以前より独語はみられていませんが、「孫が出来た」「俺はスーパーマンだ」等妄想に左右された発言みられています。妄想発言が聞かれた場合は、話を振り返り現実検討促しながら現実に向ける様に修正していきましょう。

　　　　　　　　　作業・リハビリテーションプログラム中の居眠りがみられ、適時スタッフ声掛けしています。引き続き夜間の睡眠状況の観察し、日課に支障が多く見られてきたら、寝る時間について本人と話し合い検討していきましょう。

・布施　邦雄様～今日の作業中居眠りみられ、本人から「眠くて、集中できない」と話されています。トイレにこもるなどの行動はなく過ごされています。10/6(土)～10/8(月)に外泊予定となっています。外泊前後の精神症状に注意していきましょう。また、忘薬のある方なので外泊に行かれる際は、家族に確実に薬を飲めるように見守りして頂く様、説明していきましょう。

・菊地　明子様～プログラム等には拒否なく参加する事出来ています。自ら実習生と話をされる様子みられています。活動性も目立っているので、力を溜めれる様な関わりをもっていきましょう。

· 元沢　政治様～2日前からおかずやご飯を箸で掴む際、1口が小さく、細かく食べているなど

　　　45分かけて食事を摂っています。今日の朝食も45分で食事終え帰棟しています。そのため、本人に｢上手く飲み込めないのか、物を齧るのに不便か｣を聞くと「そんな事はない」と答えています。弟様の声で「ゆっくりたべろと言われるのかな」に「そんな事聴こえない」と言い「わざとやった。」と微笑んで話されています。20分程で昼食は摂るよう伝えると時間を守り摂取できています。引き続き摂取状況の確認と幻聴に左右された行動なのか観察をしていきましょう。

・伊藤　雄一様～本人より、「痰に血が混じっている」と話しており確認すると、微少の血(鮮紅血)が混じっていました。「1ヶ月ぐらい前からあり、気にしないようにしていたんだけど2週間ぐらい前から気になりはじめて。」と話されています。排痰が見られた場合は、その都度スタッフにみせるよう本人に伝えていますので、排痰の状況確認と身体面も観察していきましょう。

・古川　富蔵様～作業中疲労感みられています。木工細工を行っており、集中されている事がある為、ゆっくり休みながら行うように声掛けしています。引き続き疲労感有無を観察していきましょう。

・井上　和美様～余暇時に、訪室すると窓を開けている事がありました。タバコの煙は気にならないのか問うと、「風向きで入ってこない」と表情よく話されています。

　　　　　　　　不満など聞かれた場合は、傾聴していきましょう。

＜川端Drケース検討・診察＞

・田名部　浩平様～9/29(土)9:30から18:00まで外出希望があり、主治医より許可となっています。幻聴の有無について聞かれると、「大丈夫です。まったくないです。」と返答され、青山荘の入所について説明すると、頷いて了解しています。

・木村　梅子様～10/1(月)に面会に来る事、部屋で泣いている事ある事を情報提供しています。診察時は、今起きた様子で「ぐっすり寝てた」と話し、「夜も寝れています。」と話されています。

・滝沢　久江様～便失禁1回みられている事を情報提供しています。主治医より排泄チェック表の数字が同じである事と、現在もセンナリド(下剤　4T)入っているので、排泄状況の観察と排便回数を確認していきましょう。

・山田　隆雄様～本日お小遣い12000円を弁護士から届いている事を情報提供しています。主治医より10/1(月)を小遣い8000円にする事、お小遣いの内訳を詳細に決めることを調べるように指示を受けています。

・稲垣　恵利子様～衣類の依頼を家族に電話連絡し、衣類と10000円を届いている事を情報提供しています。本人から「相談したい事があるのですが、O型の人が作った料理とA型の人が作った料理も同じですか？足に影響はありますか？」と話されています。主治医より、足と料理は関係ない事話されていますが、了解の悪さみられています。引き続き精神症状の変化や一人で病棟を離れない様に所在を確認していきましょう。

・岡田　石子様～9/21(金)居宅看護支援センター「うらら」菅原氏が来院し、PSWが対応した内容、9/25(火)に中野Drの診察時の様子を情報提供しています。

　　　　　　　　主治医から本人へお金の心配はない事説明され、了解されています。有料老人ホーム「いちばん星」について、誰がどのように行っていくのか、10/2(火)に本人、妹様と契約するとあるが、妹様が病院に来院するのかどうかはっきり確認すること、入所可能と考え、2週間で本人へ疾病教育を実施するように指示出ています。

＜症例検討会＞

・田名部　浩平様(30)

病名：統合失調症

主治医：川端　栄蔵

＜今後必要と考えられる支援＞

・服薬自己管理→継続して実施。退院に向けての服薬と症状に関しての自己管理能力拡充を図り疾病教育を実施していく

・家族教育→家族(母様、兄様)に疾病教室を行く実施していく。地域復帰支援会議を複数回開催し退院後の支援体制を家族に理解してもらい、不安軽減を図っていく。

・単独外出訓練→買い物には行く事出来ている。今後は、交通機関を利用して単独で家に行く事ができるための訓練が必要である。

・青山荘・デイケアへの通所訓練を行い、退院後の生活移行がスムーズに行えるように支援して。いく

・自立支援サービスの申請手続き→ＰＳＷに担当してもらう

＜主治医からの意見＞

・単独外出訓練は、本人にお金を持たせてバスで自宅に帰る訓練を何度もくり返していきスタッフ間で検討して確実に、お金を持たせても、安心して自宅に帰り遠方に行かずに帰院出来る様に練習をしていく。

・地域復帰支援会議は早めに取り入れいく。

・三月に退院し青山荘入所を目途に関わっていく

・入院中も青山荘で暮す環境の視点に向けて関わっていく

・本人へ就労に関して期間がかかることを伝えていく。その際、作業能力を観察していく。(趣味の確認も)

・母様から面会時に兄様の様子を聞いていくこと
・青山荘・デイケアの見学は来年の１月頃に見学してはとアドバイス受けている
